2行(13pt×2)あき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓上つきｱｽﾀﾘｽｸ入れる

電子原稿に関する研究* ゴシック文字14pt行間14pt

表題26字以上は2行に
9ptあき

－Ms Wordでの作成例書式入りバージョンゴシック文字9pt行間13pt－

14ptあき

精密　学** 精密一江*** 九段一郎† 千代田二郎††明朝文字10p行間15pt
22ptあき

Study on Electronic Manuscript Description Times文字8.5pt行間12pt
- Style Sample of Ms Word Times文字8.5pt行間12pt -

Manabu SEIMITSU, Kazue SEIMITSU, Ichiro KUDAN and Jiro CHIYODA Times文字8.5pt行間2行どり
This style sample is provided to assist contributors in preparing their manuscript for submission. This style will not cover all cases in description. Please read the writing manual carefully and prepare your paper depending on the rule. xxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx Times文字8.5pt行間12pt左右マージン3字
Key words: electronic manuscript, style sample, writing manual, publication, JSPE journal Times文字8.5pt行間12pt左右マージン3字Key wordsの文字はボールド
2～3行あき

1.　緒　　　言

ゴシック文字8.5pt行間2行どり，章番号と文字の間は1字あき，文字は5文字分，左右のインデントはそれぞれ１字分
このスタイルサンプルは精密工学会誌への投稿原稿作成が便利になるよう提供されるもので，記述の方法を定めるものではありません．赤字の部分は書式の確認のためにつけられていますが，原稿作成の際には原稿作成要領1)をよく読んで，そこでの規則にしたがって作成してください．明朝文字8.5pt行間1行
2.　原稿例の説明

2.1　書式設定の過程ゴシック文字8.5pt2文字は4文字分に
この原稿例では，MS Office2000Word Windows版を使っています．Mac版をお使いの場合，設定手順やフォントの違いにより，次に示すコマンドや設定値が異なりますのでご注意ください．

上部の１段組の部分と下部の２段組の部分は，プルダウンメニューの挿入→改ページによって分離し，それぞれを書式→段組みによって組み分けてあります．１段組の部分はファイル→ページ設定で，文字数59，字送り8.25pt，行数55，行送り13ptに設定し，書式→段落の所で左右３字ずつインデントをつけています．２段組の部分は，ファイル→ページ設定で，文字数28，字送り8.25pt，行数55，行送り13ptに設定したのちに，書式→段組みで段の間隔を３字に設定しました．すると誤差の関係で，自動的に段の幅が28.04字，段の間隔が3.02字に設定されました．しかし，これだけではフォントの関係からか一行28字にならなかったので，書式→フォント→文字間隔で間隔を0.3pt狭くし，28字になるよう調整しました．この文字間隔はお使いのシステムによって異なるので調整してください．表題や英文摘要の部分の行間は，書式→段落→間隔で定義してあります．本文の章の見出しも同様にしています．左段下の脚注の部分はテキストボックスを使用し，上部の35mmの線とグループ化しています．文字のレイアウトはこのオブジェクトの行外になるように設定してあり，またオブジェクトは書式設定→詳細設定でアンカーを段落に固定しているので，以降の文章が右段上に自動的に移動します．図は挿入→図によってファイルを読み込んだ例です．この場合，文章中での位置は変わらず，図の大きさも自由に変えることができます．ただし図の大きさを変えると，図中の文字の大きさも変わってしまうので注意が必要です．

その他お気づきの点がありましたら，精密工学会までおしらせください．

2.2　文字数の確認

2.2.1　丸　　字明朝体8.5pt2文字の時は4文字分に
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１○○○5○○○○10○○○○15○○○○20○○○○25○○28○○○○○○○○○
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Fig.1　Logo of JSPE in www.jspe.or.jp文字7.5pt行間9pt図とキャプションの間7.5pt
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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6.　結　　　言

本研究では，次のような結果を得た．

(1) MSWordによる電子原稿サンプルを作成した．

(2) 精密工学会ホームページにより公表した．
参　考　文　献ゴシック文字8.5pt行間2行どり，文字は7文字分
1)  精密工学会：原稿作製要領（A4判原稿），精密工学会誌, 68, 5 (2002) 744.

2)　T. Seimitsu et al.: Writing Manual, Journal of JSPE, 68, 5 (2002) 744.文字7.5pt行間9pt雑誌の巻数はボールド

最終ページに余白が出る場合は，本文を２段均等に分け，下段２段を通して余白にする．
 ＊	原稿受付 令和●●年　月　日


　**	正 会 員 精密工学会（東京都千代田区九段北1-5-9）


 ***	学生会員 精密大学大学院（東京都千代田区九段北1-5-9）


 †	学生会員 精密大学大学院（現，(株)セイミツ； 東京都八王子市南1-1）


††	正 会 員 (株)セイミツ（東京都八王子市南1-1）文字7.5pt行間9pt
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